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１
１
４
０
年
余
り
の
歴
史
を
持
つ
旧
唐
津
藩

ゆ
か
り
の
学
生
寮

「久
敬
社
塾
」

（神
奈
川
県

ナーｌ
ｉ崎

市
）
は
、
新
年
度
入
寮
生
か
ら
女
子
学
生

に
も
門
戸
を
開
い
た
。
運
営
す
る
公
益
財
団
法

人
久
敬
社
の
理
事
長
と
し
て
決
断
し
た
。

私
も
塾
生
Ｏ
Ｂ
だ
が
、
１
笠

梨
　
「寮
生
が

年
々
減

っ
て
こ
の
ま
ま
で
は
寮
が
な
く
な
る
か

塾
監
の
島
田
英
治
さ
ん

（左
端
）
と
談
実
す
る
塾
生

の
百
貨
栄

一
さ
ん

（左
か
ら
３
人
目
）
ら
―１
１
９
７

１
年
ご
ろ

（久
敬
社
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

も
し
れ
な
い
」
と
聞
き
、
驚
い
た
。
伝
統
あ
る

学
生
寮
が
途
切
れ
る
の
は
し
の
び
な
い
。
寮
生

時
代
の
塾
監

・
島
田
英
治
さ
ん

（故
人
）
が
し

っ
た
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。

「ふ
が
い
な

い
」

っ
て
。
知
ら
ん
ぷ
り
は
で
き
な
か

っ
た
。

運
営
に
関
わ

っ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
恩
返

し
の
つ
も
り
で
、
な
り
手
が
な
い
理
事
長
に
手

を
挙
げ
た
。

‐８
年
前
、
自
分
の
長
女
の
時
も
そ
う
だ

っ
た

が
、
女
子
入
寮
の
要
望
は
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

女
子
寮
も
検
討
さ
れ
た
が
、
慎
重
論
が
根
強
か

っ
た
。
学
生
確
保
の
た
め
に

一
歩
踏
み
出
す
に

ば

説
得
材
料
が
必
要
と
考
え
た
ｏ
昨
年
７
月
に

上
京
し
、
先
例
で
寮
生
が
増
え
た
熊
本
県
出
身

者
の
学
生
寮

「稗
勢
掌
杢
置

を
訪
ね
た
。
こ
と

も
郊
外
に
あ
る
。
舎
監
か
ら

「考
え
た
ら
反
対

の
理
由
は
ヤ
マ
ほ
ど
出
て
く
る
。
踏
み
出
す
か

ど
う
か
。
男
子
だ
け
で
は
じ
り
貧
に
な
る
」
と

助
言
を
受
け
（
踏
み
切

っ
た
”
理
事
会
、
評
議

員
会
に
提
案
じ
、
承
認
さ
れ
た
。

１
３
階
建
て
の
３
階
フ
回
ア
ー２
部
屋
を
女
子

専
用
と
し
、
風
目
場
な
ど
を
改
修
、
オ
ー
ト
ロ

ッ
ク
化
や
防
犯
カ
メ
ラ
も
設
置
し
た
「
既
に
女

子
３
人
、
男
子
２
人
の
５
人
が
内
定
し
て
い
る
。

手
応
え
は
。
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
！

唐
津
、
伊
万
里
を
中
心
に
各
高
校
を
回

っ
て

Ｐ
Ｒ
し
た
。
最
初
の
反
応
は
（
市
役
所
を
通
じ

て
チ
ラ
ン
を
入
れ
た
市
内
の
回
覧
板
だ

っ
た
。

生
徒
の
親
が
目
に
し
た
こ
と
が
大
き
い
。
そ
の

後
、
初
め
て
の
女
子
受
け
入
れ
が
新
聞
や
テ
レ

ビ
で
報
道
さ
れ
、
新
た
に
８
人

（男
女
各
４
人
、

１
月
末
現
在
）
が
申
請
、
問
い
合
わ
せ
も
増
え

て
い
る
。

１０
人
は
い
き
た
い
ね
。
　

　

　

「

一
‐
３８
部
屋
あ
る
が
、
現
在
の
寮
生
は
８
人
。

郊
外
の
学
生
寮
の
人
気
が
な
い
要
因
を
ど
う
提

え
て
い
る
か
。

．
私
が
寮
生
時
代
は
５０
人
ぐ
ら
い
い
た
ん
だ
が

ね
。
学
生
寮
の
存
在
理
由
が
薄
れ
て
き
て
い
る

の
は
間
違
い
な
い
。
少
子
化
、
そ
れ
と
地
元
志

向
で
関
東
の
六
掌
を
目
指
チ
生
徒
が
減

っ
て
い

る
。
都
心
の
山
手
線
内
の
学
生
寮
は
寮
費
が
高

く
て
も
満
杯
だ
が
い
郊
外
は
大
学
か
ら
遠
ぐ
、

ど
う
し
て
も
通
学
に
時
間
が
か
か
る
。
こ
の
た

め
就
職
に
向
け
て
在
学
中
に
専
門
学
校
に
も
通

う

「ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
」
に
は
不
利
。
集
団
生

活
に
な
じ
め
な
い
と
い
う
の
も
あ
る
よ
う
だ
。

１
５
年
前
に
植
樟
出
身
の
条
件
を
緩
和
ｔ
、

今
春
か
ら
は
女
子
の
ほ
か
、
大
学
院
生
、
短
大

生
や
専
門
学
校
生
に
も
募
集
対
象
を
広
げ
た
。

最
寄
り
駅
か
ら
寮
ま
で
の
バ
ス
代
を
補
助
す
る

な
ど
、
あ
の
手
こ
の
手
で
学
生
確
保
に
躍
起
だ
。

乗
り
か
か

っ
た
船
。
と
に
か
く
四
方
八
方
あ

た

っ
て

一
人
で
も
多
く
入

っ
て
も
ら
い
た
い
。

寮
費
や
食
費
が
安
く
、
親
の
経
済
的
負
担
が
軽

い
。
唐
津
出
身
で
塾
Ｏ
Ｂ
で
も
あ
る
塾
監
が
い

る
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
常
に
見
守
り
、
安
心

に
つ
な
が
る
と
思
う
。
秋
に
は
手
作
ヶ
の
曳ゃ
山ま

が
出
迎
え
、
同
郷
人
が
集
う

「東
京
か
ら
つ
く

ん
ち
」
で
に
ぎ
わ
う
的
い
ろ
ん
な
出
会
い
が
あ

り
、
こ
こ
で
の
付
き
合
い
は
卒
業
後
も
続
き
、

金一誌
製
雑
雅
拠
賊
騨
難
つ野

た
場
所
で
も
あ
る
。
新
た
な
逸
材
が
出
て
こ
な

い
か
、
期
待
し
て
い
る
。

（聞
き
手
一
．唐
津
支
社
長
　
辻
村
圭
介
）

女子受け入れの学生寮を運営する「久敬社五理事長

古賀 栄二さん 年1)

ネ
パ
ー
ル

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
８
０
０
０
肘
級
の
高
峰
に
初
登
頂
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
登
山

家
の
体
験
記

「処
女
峰
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
」
を
手
に
す
る
古
賀
栄

一
さ
ん
。
大
学
受
験

で
久
敬
社
塾
に
宿
泊
し
、
緊
張
で
眠
れ
な
か
っ
た
朝
に
読
ん
で
励
ま
さ
れ
、
入
塾
を

決
め
た
思
い
出
の
一
冊
川
唐
津
市
京
町
の
古
賀
家
具

ま元ダ崖墨窯讐農か習讐籍占罹
部へ入り、久敬社塾で過ごする卒業後、
唐津市京町にある家業の家具店を継い
だo唐津青年会議所理事長t京町商店
街理事長、京町曳山取締な ど歴任も
2o20年 6月 から久敬社理事長。


